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　商学部の教育・研究の発展のため長年にわたって多大な貢献をされてこられた神保尚
武先生が，定年により早稲田を去られることになりました。篠田義明先生・渡辺洋一先
生という商学部の英語教育を支えてくださった大黒柱につづいて，最後の大黒柱がとう
とう去って行かれるのかという淋しさと，住んでいた建物の天井がふっとんでしまった
ような心細さを感じているところです。神保先生という大きな存在にわれわれ同僚が精
神的にも実務的にもどれだけ庇護されてきたかは，先生が去られたあとでより強く思い
あたることになるでしょう。ここでは，先生をお送りする人間としては役不足であるこ
とを心得たうえで，先生の様々な活動と業績にふれながら，長年の御指導に深く感謝の
ことばを述べたいと思います。
　神保先生は，1945年３月に群馬県にお生まれになり，国際基督教大学教養学部人文科
学科をご卒業ののち早稲田大学大学院文学研究科修士課程とハワイ大学大学院英文学修
士課程を修了され，さらに早稲田大学大学院文学研究科博士課程を中途退学されて学究
の道に専心されることになります。
　1967年には早稲田大学商学部語学助手に，1969年には商学部助手に選任され，名実と
もに48年間つづく早稲田大学でのキャリアが始まりました。さらに1972年に専任講師に
嘱任され本格的な教員・研究者としての活動を開始され，1974年に助教授，1979年には
教授に昇進されました。その間一貫して早稲田大学をホームグラウンドとして研究・教
育活動を率先して行ない，学外の重要な分野にも幅広く活躍の場を広げていかれまし
た。　その間にもサンフランシスコ州立大学客員研究員・オックスフォード大学客員研
究員として国際的視点から英語教育の研究を深められました。
　このようなご経歴を背景として，先生は専門分野を英語教育におかれました。「英語
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教育学」と「教材開発」が御専門ですが，近年は「中等教育英語科教員養成」を特に研
究テーマとなさっています。つまり，神保先生は単に教育理論を語るだけではなく，英
語教育の現場も熟知されているため，地に足のついた英語教育論を展開できるのです。
先生のご活動が抜群の英語運用能力に裏打ちされていることは言うまでもありません。
　英語教育の分野で指導的な力を発揮されてきたことは，大学の英語教員を主要メン
バーとする最大の学会である「大学英語教育学会（JACET）」で様々な要職を勤めてこ
られたことからも明らかです。研究企画委員（1986～96）としてサマー・セミナーの運
営や全国大会の企画運営，また学会の財務などに積極的に関わってこられ，さらに副代
表幹事（1996～1998），代表幹事（1998～2000），理事（2000～現在），副会長（2005～
2010）を勤められたあと2010年から会長として日本の英語教育の進むべき道を示そうと
努力を重ねてこられました。ほかにも「全国語学教育学会（JALT）」や「外国語教育
メディア学会（LET）」などでもご活躍されています。
　こういう幅広いご活動からわかる通り，神保先生は商学部の英語教育の大黒柱という
より日本の英語教育の大黒柱と呼ぶのがふさわしいというべきでしょう。あまりにも身
近な存在であったために，傍にいてくれるのが当たり前のように思っていたのですが，
またお忙しいこともあって遠慮した面もあったとはいえ，もっと様々なことを教えてい
ただくべきだった，と不勉強な小生は今さら後悔しているところです。それでも会議で
の議論や，あとでいっしょにお酒を飲んだ時などは先生のお話を聴けるのが愉しみでし
た。いくつかのちょっとした場面が懐かしい思い出として残ることでしょう。
　以上述べたことからも分かることですが，このようなバックグランドをお持ちの先生
ですので，商学部の英語教育の実施と改善についても指導的な立場にあられたことは言
うまでもありません。商学部では学部全体のカリキュラム改革も何回か行なわれてきま
したが，そのつど英語のカリキュラム改革も迫られました。まだわたしが若かったとき
は改革の意味を理解することもむずかしいくらいでしたが，神保先生は厳しい条件のも
とでも適切な意見で実行可能な方向に導いてくださったことは覚えています。比較的最
近でも何度かのカリキュラム改革が行なわれ，英語のカリキュラムだけの見直しも何回
かありましたが，議論が輻輳してくると，わたしはいつも最終的に神保先生の御意見を
聴こうとしたものです。習熟度別クラスの実施という長年の懸案もここ何年かかけて実
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行することができましたが，みなの意見を静かに聴いている先生を見ているだけでわた
しは安心したものです。先生は議論の場で自分から意見を述べてみなに従わせようとい
う姿勢は一度もお見せになったことはありません。みなで意見を戦わせたあとで先生の
御意見をお聞きすると，その時の条件下でもっとも納得でき実行可能な方向を示唆して
くださるという場面が数限りなくあり，わたしなどそのたびに救われた思いをしたもの
です。
　先生は授業にも熱心に取り組んでいられました。もちろんどんな授業でも担当出来ま
したが，若い時は英文学，特にシェークスピアを研究されたこともあり，授業でも文学
を教材として取り入れる重要さも先生からお聞きしたことがあります。わたしも同じ意
見をもってはいますが，若い時こそ文学関係をテキストに使った事があるとはいえ，最
近は商学部の学生が興味をもってくれるような教材中心になっており，卒業後の教養養
成という大局的な視点からは考えなおさなければならないことだと思っています。ま
た，プロゼミでは「英米演劇」を長年にわたって教えられたことも若い時の勉強を大切
にされていた証しに思われます。
　先生はいちど体調を崩されたことがおありでしたが，幸い健康を取り戻され，最後ま
で責任をまっとうされました。結局いちどもわれわれ同僚に迷惑をかけたことはありま
せんでした。われわれもみな先生がお元気になってくださったことでどれだけ助かった
か知れません。奥様もお子様も先生が無事に定年まで勤められたことをさぞ喜んでいら
れることと拝察いたします。まだまだ先生はお元気ですし頭脳も明晰そのものですの
で，今後とも興味をもたれた分野でご活躍を続けられることと思いますが，そのいくぶ
んかのお時間をさいてわれわれの行く末も見守ってくださることを願っております。先
生の長年のご献身に対して心からの感謝の気もちをお伝えしたく存じます。神保先生，
ありがとうございました。
　最後に先生の主な業績をあげておきますが，特筆すべきは，教科書の編纂や英語教育
論などを通して現場の教員や生徒に英語を学び教える道筋を与えてくれたこと，NHK
ラジオ「基礎英語」やNHKテレビ英会話などの講師として幅広い英語学習者に英語の
正しい学習方法を実践してみせてくれたこと，英語教育に関して多くの共同研究を行な
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い，その報告書をいくつも公表されたこと（先生が中心的な役割を果たしていられるの
は言うまでもありません），などです。あらためて先生の精力的なご活動に敬意を表し
たいと思います。
主な業績
⑴　著書・編著・監修
『高等教育における英語教育の研究─授業実践例を中心に─』（一部執筆　松柏社，
2007）
『大学英語教育─その方向性と諸分野』（共編　大修館書店，2010）
『英語教師の成長─求められる専門性』（共編　大修館書店，2011）
『新しい時代の英語科教育の基礎と実践─成長する教師を目指して』（共著　三修社，
2012）
『言語教師のポートフォリオ　全編，英語教職課程編，現職英語教師編』（監修　桐文社，
2014）
『言語教師教育　Vol.1 No.1』（JACET教育問題研究会会誌　監修　桐文社，2014）
『Language Teacher Education Vol.1 No.2』（JACET教育問題研究会会誌　監修　桐文
社，2014）
⑵　大学英語教科書
『Paragraphs That Communicate（Second Edition）』（ 共 著　MACMILLAN LAN-
GUAGEHOUSE, 2005）
『Get Your Message Across ̶ Writing Communicative Paragraphs』（共著　南雲堂，
2008）
⑶　高校用検定教科書
『Power On English I, II（改訂新版）』（編著者代表　東京書籍，2007/2008）
⑷　辞書
『ジュニアプログレッシブ英和辞典』（執筆　小学館，1997）
『ジュニアプログレッシブ和英辞典』（執筆　小学館，1999）
⑸　論文
「New Directions in Creating Middle School English Textbooks in Japan」（単著　全英
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連会誌　40号，2002）
「英語教師に求められる力─「行動計画」から「免許更新制」へ」（共著　『英語教育　
Vol.57 No.4』，2008）
「長期的視野に立つキャリア形成：英米の教員研修制度に学ぶ」（共著　『英語教育　
Vol.58 No.12』，2010）
「「英語教育学」が目指すところ：『英語教育学大系』刊行の意義」（単著　『英語教育　
Vol.60 No.6』，2011）
⑹　調査・報告書
『英語科教職課程における英語教授能力の養成に関する実証的研究』（平成16・17年度科
学研究費補助金基盤研究（C）　研究成果報告書　JACET 教育問題研究会，2005/
06）
『教員免許更新制と教員教育・評価システムの研究』（平成18年度早稲田大学「特定課題
研究助成費」研究成果報告書　JACET教育問題研究会，2007）
『英語教員の質的向上を目指した養成・研修・評価・免許制度に関する総合的研究』（平
成19・20・21年度科学研究費補助金基盤研究（B）　研究成果報告書　JACET教育
問題研究会，2008/09/10）
『英語教師の成長に関わる枠組みの総合的研究』（平成22・23・24年度科学研究費補助金
基盤研究（B）　研究成果報告　JACET教育問題研究会，2011/12/13）
『英語教師のためのポートフォリオの普及と英語で授業を行う能力に関する実証的研究』
（平成25年度科学研究費補助金基盤研究（B）　研究成果報告　JACET教育問題研究
会，2014）
⑺　ラジオ・テレビ英会話講師
「NHKラジオ基礎英語」講師　（1991-1994）
「NHKテレビ３カ月英会話」講師　（1998）
「NHKラジオ　リスニングテスト」講師　（1994-2001）
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